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末富南関東防衛局長 着任挨拶

この度、南関東防衛局長を拝命しました末富です。
当局の管轄区域である神奈川県、山梨県及び静岡

県には、自衛隊及び在日米軍の重要な部隊・施設が
数多く所在し、各地域が抱える課題も様々です。ま
た、これまで当局は自衛隊や在日米軍の部隊と地元
自治体や地域住民との懸け橋となるよう、長年の実
績と経験を積み重ねてきたものと承知しております。
我が国の安全保障環境は依然として厳しく、また、

自然災害も多発するなど、防衛省・自衛隊の任務や
在日米軍の役割はより一層重要となっています。こ
のような状況下においては、自衛隊及び在日米軍の
精強性・即応性を保持していくことが不可欠であり、
これらを支える地方防衛局の重要性を改めて認識し、
自身の職責の重さに身が引き締まる思いでおります。

着任挨拶をする末富局長

着任式の模様

幹部挨拶

私を含め職員一人ひとりが防衛省・自衛隊が進める新たな政策課題をしっかりと認
識した上で、引き続き、防衛施設の安定的な使用に係る各種施策や、地方協力確保事
務、装備品等の監督・検査等の業務を適切に行ってまいります。また、地方公共団体
や地域住民の方々のご理解とご協力が得られるよう、諸課題の解決に向け、邁進して
いく所存です。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

南関東防衛局長 末富理栄
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沖縄県道１０４号線越え実弾射撃訓練の分散・実施

沖縄県に所在するキャンプ・ハンセンでの米
軍による沖縄県道１０４号線越え１５５ミリ榴
弾砲による実弾射撃訓練は、県道１０４号線を
またぐ形で射撃が行われるため、県道を封鎖し
て実施されていました。

平成８年８月、日米合同委員会において、沖
縄県の負担軽減を図る観点から、この訓練を本
土の５演習場で分散・実施することが合意され、
平成９年度から、矢臼別、王城寺原、北富士、
東富士及び日出生台演習場で訓練が実施されて
います。

南関東防衛局では、管内に所在する北富士、
東富士演習場において訓練が実施される際には、
現地対策本部を設置し、訓練の円滑な実施のた
め２４時間体制で支援を行っています。

キャンプ・ハンセン

１０４号線

本年７月から８月にかけて、静岡県に所在する東富士演習場において本訓練が実施さ
れました。（準備期間等を含む。）

実弾射撃訓練は、第１２海兵連隊第３大隊の大隊レベルで、人員約３５０名、車両約
１００両、１５５ミリ榴弾砲６門により、７月１６日から２４日まで行われました。

今回で１９回目となる東富士演習場における訓練においても、地元自治体等への説
明・情報提供はもとより、米海兵隊に対する訓練実施のための支援、陸上自衛隊や警察
等関係機関との調整、演習場周辺の警備など、訓練の円滑な実施のための総合的な支援
を行いました。

現地対策本部開所式
右：谷本本部長 左：木本副本部長

現地対策本部における打合せの様子 左：訓練実施部隊大隊長ボアダ中佐
右：藤井本部長

現地対策本部に勤務する局職員
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日米親善盆踊り

３００回記念バッジ

神奈川県横須賀市の繁華街において、地元町内会、神奈川県、横須賀市、米海
軍横須賀基地、南関東防衛局などにより、夜間巡回パトロールを実施しています。
この夜間巡回パトロールは、平成６年から地元町内会・商店街などが主催する

もので、毎月第３金曜日の夜にどぶ板通りを中心に周辺を一巡するもので、会う
人たちへの声掛けやゴミ拾いなどを行っています。
パトロールは８月１８日の実施で通算３００回を迎え、上田会長の挨拶の後、

末富局長ほか米軍や横須賀市などから多くの方々がパトロールに参加しました。
また、参加した約７０名には３００回記念バッジが配られました。
こういった取り組みが永く実施されてきたことは大きな意味を持つものであり、

当局としては今後とも参加を継続していきます。

パトロール前に挨拶をされる上田会長 パトロール中のソボル基地司令官（左）
と末富局長（右）

特集

右上写真：
ウォーマック
司令官へ挨拶
する末富局長

左写真：やぐ
らでの盆踊り

右写真：夜空
を彩る花火

８月５日、キャンプ座間において基地開放イ
ベント「日米親善盆踊りフェスティバル」が開
催されました。

当該イベントは、米軍基地が一般開放されて、
盆踊りや花火大会が楽しめるキャンプ座間の夏
の風物詩です。

この一環で行われた在日米陸軍司令官主催の
盆踊りレセプションには、南関東防衛局からも
末富局長を始め数名が出席し、日米間の交流を
通じて相互理解を深めました。

横須賀基地周辺夜間巡回パトロール（３００回）
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司令官交代式・離任着任挨拶

〇在日米陸軍基地管理本部ハンター司令官着任挨拶

記念写真

〇在日米陸軍司令官交代式

８月８日、在日米陸軍基地管理本部司令官マーカス S. ハンター大佐が着任挨拶のた
め、南関東防衛局に来訪し、末富南関東防衛局長をはじめとする局内幹部と会談の場を
持ちました。
陸軍基地関連の諸問題の解決に向けて、南関東防衛局と在日米陸軍基地管理本部の良

好な関係性を維持し、密に連携していくことを確認しました。

懇談の様子 名刺交換

６月２０日、キャンプ座間において在日米陸軍司令官の交代式が行われました。
式典には、キャンプ座間が所在する自治体の佐藤座間市長、本村相模原市長をはじめ

関係者の方々や陸上自衛隊関係者などが招待されました。南関東防衛局からも山野局長
（当時）をはじめとする数名が出席し、交代式では、晴天の下、厳粛な雰囲気の中、隊
旗の受け渡しが行われました。

離任挨拶するヴァウル少将 着任挨拶するウォーマック少将 隊旗の受け渡し

８月１０日、米海軍厚木航空施設司令官マニング・モンタネ大佐の離任にあたり、同
氏の在職中の功績に謝意を表すため、末富南関東防衛局長から感謝状を贈呈しました。
モンタネ大佐は、令和２年９月の着任以来、約３年に亘り、同基地を取り巻く諸問題の
解決に尽力されました。
また、次期司令官として、ニコラス・ルクレア大佐も来局され、就任を歓迎しました。

懇談の様子 前列中央がモンタネ大佐、前列右がルクレア大佐

〇米海軍厚木航空施設司令官感謝状贈呈 離任・着任挨拶
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防衛施設建設に係る優秀工事等顕彰

受賞者集合写真

写真

７月５日（水）南関東防衛局において令和５年度優秀工事等顕彰式が執
り行われ、優秀工事１４社、優秀業務３社に対し宮川調達部長（当時）か
ら優秀工事等顕彰状が授与されました。

優秀工事受賞者

※ 防衛施設建設に係る優秀工事等の顕彰は、入札参加者の受注意欲を高め、建設工事
及び工事目的物の品質確保を図る等、施設取得の円滑な推進に資することを目的とし
ています。

株式会社浜建／大勝建設株式会社東京支店／株式会社吉田組
東京支店／東亜建設工業・あおみ建設建設共同企業体／村本
建設株式会社東京支店／株式会社オサコー建設／臼幸産業株
式会社／株式会社明電舎／中央電気工事株式会社東京支社／
末廣屋電機株式会社東京支店／株式会社美濃屋山村電気／株
式会社東海電気工業所／株式会社東海テック／株式会社ＩＨ
Ｉプラント

優秀業務受賞者
株式会社蒼設計／株式会社協和コンサルタンツ横浜営業所／
株式会社産研設計東京事務所

今年度は、新型コロナウイルス感染症の流行により途絶えていた関係者が一堂に会
しての顕彰式を開催することができました。今回の顕彰を通じて、今後も防衛施設建
設の益々の発展に寄与することを期待しております。
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幹部紹介

総務部長 田中 文明

企画部長 関 兼文

調達部長 古川 正司郎

７月３１日付で企画部長に着任しました関と
申します。
南関東防衛局の勤務は初めてですが、管轄区

域である神奈川県は出身地、静岡県や山梨県は
幼い頃から訪れていた地域でもあり、ご縁を感
じています。
管内には日米の重要な防衛施設が所在してい

ます。我が国周辺の厳しく複雑な安全保障環境
に対応するため防衛力の抜本的な強化が図られ
る中で、当部の職員と共に防衛施設の設置運用
と地域との橋渡し役として汗をかいてまいりま
すので、以後どうぞよろしくお願いします。

７月１４日付で総務部長に着任しました田中
です。
南関東防衛局の勤務は初めてとなりますが、

入省から10年ほど、当時の横浜防衛施設局の寮
に住んでいましたので、横浜での勤務に大変嬉
しく思っています。
当局管内には、自衛隊及び在日米軍の重要な

施設が多数所在しており、これら防衛施設の安
定的な使用のため、引き続き、地元の皆様方の
ご理解とご協力をいただけるよう、日々の業務
に努めてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

７月１４日付で調達部長に着任しました古川
です。
南関東防衛局での勤務は、前身である横浜防

衛施設局以来２度目の勤務となります。
調達部は、自衛隊や在日米軍の運用基盤であ

る防衛施設の整備、さらには自衛隊の運用に欠
かせない防衛装備品の調達に伴う監督・検査な
ど、その範囲は多岐に亘ります。
これら業務を円滑に進めていくためには、関

係自治体や地元の皆様、関係企業の皆様のご理
解とご協力が不可欠であり、これを念頭に全力
で職務に取り組んでまいりますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。
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